


































て、国に提言をしたり、国内外の学会の連携を深めたりするなど国の政策や社会の発展に貢献されてこられたほか、一九九八年から一八年間、日本公法学会理事の重責を担ってこられました。また、東京第一弁護士会綱紀委員会委員や、八王子市の情報公開・個人情報保護審査 委員を務められるなどさ ざまな形で に貢献されてこられました。　
先生の研究テーマは、行政契約、行政の公共性分析、行政組織、経済行政、公務員制度 行政訴訟における訴訟選
択など大変多岐にわたっておりますが 中でも、行政契約については、フランスの行政契約論を素材として、旧来の公法私法峻別論を前提とする日本の公法契約論を批判的に検討し、現在、行政法学において一般化している行政契約概念の形成に大きく寄与されました。また、行政組織に関する研究 お 行政法学と近接する行政学や政治学の成果をも取り入れながら幅広い提言をされており 行政法学界では、官僚制や政官関係に関する研究の第一人者して高く評価されています。　
先生は、定年後も、研究のみならず、ふじみ野市（旧上福岡市）や八王子市の情報公開・個人情報保護審査会委
など、学外で 活動に 精力的に取り組んで ら しゃると伺っています。かつて 同 の一人として、先生の益々のご健勝とより一層のご活躍を祈念いたしておりま 。　
先生の学内外での貢献に対して 法政大学は、二〇一七年四月、先生に対して名誉教授の称号を授与いたしました。
　
本誌は、浜川清先生 偉大な業績と活躍を讃えるとともに、法学部へのご尽力に対して 法学部教授会一同 深甚
なる感謝の意を込めて先生に捧げるものです。
